
 

 

［成果情報名］病虫害抵抗性で収量が多い中粒だいず新品種候補系統「東北 171 号」 

［要約］だいず「東北 171 号」は東北地域における成熟期が中生の晩でダイズモザイクウイ

ルスおよびダイズシストセンチュウに強く、しわ粒が少ない白目中粒の多収系統である。  
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［背景・ねらい］ 

「リュウホウ」は東北地域で最も多く作付けされている品種であるが、ダイズモザイク

ウイルスに対する抵抗性が不充分で、しわ粒などの被害粒が発生し易く、整粒割合が低く

なることから品質や収量に問題を抱えている。一方、実需者ニーズの中には安定した収量

と品質が得られる中粒規格の国産大豆が求められている。そこで、「リュウホウ」と作期

分散が可能で、東北地域向けの耐病虫性でしわ粒が少ない安定多収の実需者ニーズに対応

する中粒品種を育成する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「東北 171 号」は、2005 年、高タンパク質含量でダイズモザイクウイルス抵抗性強お

よびダイズシストセンチュウ抵抗性強の「東北 156 号」を母、高イソフラボン含量でダ

イズモザイクウイルス抵抗性強およびダイズシストセンチュウ抵抗性強の「ふくいぶき」

を父とした人工交配から育成された系統である。  

２．東北地域における成熟期は、標準品種の「リュウホウ」より 10 日以上遅く、比較品種

の「タチユタカ」とほぼ同じ“中生の晩”である（表１）。  

３．子実収量は、「リュウホウ」および「タチユタカ」より、各々、１割および３割以上

多い（表１）。  

４．ダイズモザイクウイルスに対する抵抗性は、A、B、C および D の各系統に抵抗性を有

し、「リュウホウ」より強く、「タチユタカ」と同じ“強”である（表１）。  

５．ダイズシストセンチュウのレース３に対する抵抗性は、「タチユタカ」より強く、「リ

ュウホウ」と同じ“強”である（表１）。  

６．子実は白目で「リュウホウ」より小さく、「タチユタカ」より大きい“中粒の大”で、

しわ粒の発生程度が「リュウホウ」および「タチユタカ」より少ない（表１、図１）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．栽培適地は東北地域である。  

２．秋田県では、今後、主力品種の「リュウホウ」の一部に置き換える奨励品種として採

用する予定である。  

３．ダイズシストセンチュウ抵抗性を有しているが、立枯性病害に“やや弱”であり、連

作は収量の低下や土壌伝染性病害の蔓延を招くので、適切な輪作のもとで栽培を行う。  



 

 

［具体的データ］ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図１  子実の形態（ 2013 年育成地産）  

左 :東北 171 号 ,中 :リュウホウ ,右 :タチユタカ  

 

                  （菊池彰夫、島村聡、加藤信、平田香里） 
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表１　育成地および採用予定地における試験成績

（標準） （比較） （標準） （比較）

東北171号 リュウホウ タチユタカ 東北171号 リュウホウ タチユタカ

7.31 7.26 7.29 7.28 7.23 7.27

10.15 10.03 10.15 10.09 9.30 10.08

34.0 30.8 25.8 31.6 27.8 18.2

112 100 85 114 100 65

79 64 66 70 68 59

倒伏 1.8 0.7 0.7 0.3 0.5 0.0

青立 2.3 2.1 2.4 0.9 1.0 2.1

19 17 20 12 10 12

中 中 難 － － －

27.4 30.2 24.9 28.6 33.8 26.5

0.2 0.2 0.0 0.8 0.8 1.5

0.0 0.0 0.0 1.0 0.8 0.8

0.8 1.0 0.7 1.5 1.3 0.5

1.7 3.8 2.5 1.0 2.3 3.5

4.7 5.3 5.2 2.8 2.5 4.5

41.4 41.8 41.1 42.6 42.7 41.8

21.8 21.4 22.8 21.1 21.1 22.6

ABCD抵抗性 AB抵抗性 ABCD抵抗性

強 強 弱

強 中 －

やや弱 中 －

適

可

可

適

主茎長（cm）

子実の品質

2012～2013年

系統・品種名

項目

ダイズシスト
センチュウ（レース３）

調査地 育成地（大仙市） 秋田農試（秋田市）

栽培条件 普通畑標準播

立枯性病害

加工適性

成熟期（月日）

転換畑標準播

調査年次 2012～2013年

納豆

対標準比（%）

百粒重（g）

障害粒
の程度

しわ

開花期（月日）

ダイズモザイクウイルス

機械化
適性

生育中
の障害

煮豆

味噌（赤色）

豆腐

最下着莢節位高（cm）

裂莢の難易

紫斑病

子実重（kg/a）

褐斑

紫斑

病虫害
抵抗性

注）1.生育中の障害、障害粒の程度、

      0:無 , 1:微 , 2:少 , 3:中 , 4:多 , 5:甚。

　　2.子実の品質、1:上上, 2:上中,

　　　3:上下, 4:中上, 5:中中, 6:中下,

　　　7:下。

　　3.子実の粗蛋白質及び粗脂肪含

　　　有率は近赤外分析法による
　　　（乾物当たり、窒素蛋白質
　　　換算係数は6.25）。

子実成分
粗蛋白質含有率（%）

粗脂肪含有率（%）

裂皮


